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OpenfilerOpenfilerOpenfilerOpenfiler 簡易簡易簡易簡易マニュアルマニュアルマニュアルマニュアル     目次 1. Openfiler とは 2. NFS ファイルサーバを構築する 3. システムアップデートする 4. メモ  1.1.1.1.    OpenfilerOpenfilerOpenfilerOpenfiler とはとはとはとは    
� Linux ベースのファイルサーバ専用 OS｡ 
� NFS3、SMB/CIFS、WebDAV、HTTP/1.1、FTP、iSCSI 等のプロトコルを用いたファイルサーバの構築と管理を Webベースで行えます｡ 
� ソフトウェア RAID や､3ware 製･Areca 製等(*1)のハードウェア RAID にも対応｡(*1 対応してないコントローラーもございます｡) 
� ボリューム管理には LVM を利用します｡  2.2.2.2.    NFSNFSNFSNFS ファイルサーバファイルサーバファイルサーバファイルサーバをををを構築構築構築構築するするするする     マニュアル中のファールサーバには､システム用 HDD と､データ用 HDD が搭載されており､それぞれのデバイスファイルは/dev/sda(システム HDD)､/dev/sdb (データ用 HDD･約 300GB)となっています｡ お客様のハードウェア構成によって､デバイスファイル名や､容量は変わります｡     ウェブブラウザでファイルサーバの管理画面を開くと､上部にメニューバーが表示されます｡  メニューバーの各項目｢Status｣｢System｣｢Volumes｣｢Quota｣｢Shares｣｢Services｣｢Accounts｣をポインタでクリックすると､ウェブブラウザ画面右側にサブメニューが表示されます｡   左側メニューは､System メニューをクリックした場合に表示されるサブメニューです｡  本マニュアルでは､System サブメニュー内の Network Setup をクリックして頂きたい場合には､System → Network Setup と表記しています｡          
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(2.1) ログインする  
� https://(サーバのアドレス):446/  
� 管理者 ID openfiler (初期設定)  
� パスワード password (初期設定)         (2.2) ファイルサーバ名設定  System →  Network setup  か ら Network configuration 画面を表示させます｡  Hostname 欄にファイルサーバ名を入力します｡         (2.3)  ファイルサーバにアクセス出来る範囲の指定します｡  

 System → Network Access Configuration から Network Access Configuration 画面を表示させます｡ 例では､Name=｢nic1｣､Network/Host=｢192.168.10.0｣､Netmask=｢255.255.255.0｣､Type=｢share｣と設定しています｡      
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(2.4) ロジカルボリュームを作成します｡  Volumes → Block devices からデバイス一覧を表示させます｡       Edit Disk 列の/dev/sdb をクリックすると､下記の画面が表されるので､Create ボタンを押して､パーティションを作成します｡  

 Volumes → Volume group から Create a new volume group 画面を表示させます｡ここでボリュームグループを作成します｡例では､ボリュームグループ vg1 を作成し､/dev/sdb1 を追加しています｡               
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Volumes → Add Volume から Create a volume in “vg1”画面を表示させます｡ここでロジカルボリュームを作成します｡ 例では､ロジカルボリューム lv1 を作成し､XFS ファイルシステムを作成します｡ロジカルボリュームの大きさは､任意の大きさをスライダーで選べます｡また､ファイルシステムには､Ext3 も選択出来ます｡  

  Service → Manage Services から Manage Services 画面を表示させます｡   NFSv3 Server を有効にします｡                     
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Shares から Network Shares 画面を表示させます｡  ロジカルボリュームに共有フォルダを作成します｡  例では､share1 を作成しています｡ ここでトップの階層の共有フォルダ名には日本語を使用しないでください｡ トップより下のサブフォルダには日本語を使用することが出来ます｡トップの階層で日本語を使用すると､以降 Network Shares 画面が正常に表示されなくなります｡復旧には､本簡易マニュアルの“4.メモ”に記載しております｢共有フォルダ名に“日本語”を使った場合の対処法例｣を参照ください｡   共有フォルダ､例では share1 をクリックし､現れた画面内の Make Share ボタンを押します｡                          

トップの階層では日本語使用不可 
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Share Access Control Mode と Host access configuration 箇所でアクセス権を設定します｡ 例では､Public guest access ､RW(読み書き可)と設定しています｡  

   以上の操作で､NFS サーバの設定は完了しましので､クライアントにマウントします｡  # mount –t nfs openfiler:/mnt/vg1/lv1/share1 /nfs                         
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3.3.3.3.    システムアップデートシステムアップデートシステムアップデートシステムアップデートするするするする      ブラウザ管理画面右側の Update(図の黄色丸で囲んだ部分)を押すと､System Update 画面が表示されます｡ Launch system update を押すと､アップデータの一覧が表示されます｡必要なファイルを選択した後に､update ボタンを押してください｡ 

 4.4.4.4.    メモメモメモメモ    
� LDAP サーバへの TLS接続について  Accounts → User Information configuration 画面にある LDAP Security: USE TLS のチェックを外した設定で動作確認を行いました｡           
� 共有フォルダ名に“日本語”を使った場合の対処法例             
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コンソールからファイルサーバにログインし､/mnt/(ボリュームグループ)/(ロジカルボリューム)以下に出来ているファイルを削除します｡ 以下は､/mnt/vg1/lv1/以下に日本語名の共有フォルダを作った例です｡ ｢?ユ･?｣と｢?ユ･?.info.xml｣を削除すると､Network Shares 画面が表示されるようになります｡  


